
受付締切：７月２６日（月）
定員：１２名

FAX(052-917-0712)orメール(info@iteq.co.jp)にてお願いします．
・定員になり次第，締め切りとさせていただきます.
・お申し込み後，ご請求書と会場案内図を郵送にてご送付いたします.
・お支払いは請求書記載の弊社指定口座に銀行振り込みにてお支払いください．
・お申し込み後のキャンセルはできませんので，代理の方のご参加をお願いします．

会社名：

所属/役職：

E-mail:

住所：〒

氏名：

TEL:

参加申込み表

有限会社アイテックインターナショナル
〒462-0844 愛知県名古屋市北区清水3-8-5

URL  http://www.iteq.co.jp 
E-Mail  info@iteq.co.jp
TEL:052-917-0711 FAX:052-917-0712 担当：江平・舟山Compass to advance in the future 

ITEQ 

～講 義 内 容～

開催日時 ２０２１年７月３０日（金） １３：３０～１６：３０

受講対象 開発・設計・品質保証・検査部門の技術者（エンジニア）

配信システム Ｚｏｏｍ と Microsoft Teams同時配信

受講者準備 Ｚｏｏｍ または Teams視聴可能な環境、ＰＣをお勧め

参 加 料 １３，２００円／人（税込）

オンラインセミナー 【品質工学】
製品性能の本質を見抜く

機能性評価の進め方セミナー
～見えない品質を見える化する評価手法～

■講師コメント■

品質工学の創始者である田口玄一博士は、市場品質問題の発生は、その殆どが設計の問題であると
指摘されました。しかし、それは技術者が努力を怠っているわけではなく、評価方法に問題があり、製品
やシステムの機能性を評価するべきと言われました。機能性とは、製品やシステムが持つ本質的な性能
のバラツキであり、これが、品質問題の根本原因なのです。そして機能性を見える化し、正確に評価する
手法が機能性評価です。本セミナーでは、機能性評価の進め方と成功のポイントを解説し、演習を通して、
その有効性を理解していただきます。

大阪府出身
１９５７年９月７日生 大阪市立大学工学部電気工学科卒
１９８０年 ミノルタカメラ（株）入社 ＯＡ機器開発、品質工学の社内普及び技術人材育成に従事
２０１５年 コニカミノルタ（株）退職
２０１６年 ＴＭ実践塾を設立，品質工学のコンサルタント活動に従事

講師：ＴＭ実践塾 代表 芝野 広志 氏
（有限会社アイテックインターナショナルシニアコンサルタント）

１．品質と機能性
①なぜ市場品質問題が起こるのか
④モグラ叩きからの脱却

２．機能性評価の進め方
①機能性評価の手順
④品質コストの考え方

３．質疑応答

②評価と検査の違い
⑤見えない品質の正体

②誤差要因の複合化

③誤差要因について

③ＳＮ比による判断
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